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  Ⅰ－1．鬱屈 
  Ⅰ－2．脱出 
   Ⅰ－2－(1) 自我 
   Ⅰ－2－(2) 思惟 
   Ⅰ－2－(3) 止揚 
 Ⅱ．挑発 
  Ⅱ－1．愉悦 
   Ⅱ－1－(1) 人性 
   Ⅱ－1－(2) 悦楽 
  Ⅱ－2．改心 
   Ⅱ－2－(1) 迷夢 
   Ⅱ－2－(2) 転換（以上、第34巻第2号） 
 Ⅲ．開智      
  Ⅲ－1．訓導 
  Ⅲ－2．自学 
  Ⅲ－3．教養 
Ⅲ－3－(1) 理詰 
Ⅲ－3－(2) 対案（以上、第35巻第2号） 
Ⅳ．抵抗      （以下、本号） 
  Ⅳ－1．批判 
  Ⅳ－2．建前 
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買運動の末に退社を余儀なくされている。詳し
くは、井出孫六『抵抗の新聞人 桐生悠々』岩波
新書、1980年、参照。 
15）金井「戦捷を祝す──如何に感激を表現すべき
か」『神川』第126号、1938年1月15日、第一面。 
16）金井「奉祝紀元二千六百年 青年正に奮起の秋」
『神川』第150号、1940年1月1日、第一面。原文
はカタカナ表記。 
17）金井「大政翼賛体制」第160号、1940年10月1日、
第一面。 
18）金井「昭和16年の回顧」『神川村報』第２号、1941
年12月10日、第一面。国家意思や自律的意思は
原文では「意志」となっているが、「意思」に改
めた。 
19）金井「武力戦線と経済戦線──年頭に際し青年
諸君に諮る」『神川』第138号、1939年1月1日、
第一面。 
20）金井「日支事変二周年記念日に際して」（1939
年）前掲『金井正選集』p.240。 
21）金井「観念論の自己崩壊（ロ稿）」（1935年）『金
井正選集』pp.176-178。原文はカタカナ表記。 
22）同前、pp.178-179。なお、権藤成卿については、
関口尚志「危機の意識と日本型ファシズムの経
済思想」(長幸男・住谷一彦編『近代日本経済思
想史Ⅱ』有斐閣、1971年、pp.3-72)参照。 
23）同前、pp.183-184。 
24）同前、p.180。金井がこの論考を執筆した2年前
に、満洲に信濃村を建設することに反対する意
見が『青木時報』に掲載されている。アイエム
生「満蒙へ信濃村建設は如何なる意図の下に行
われるのであるか」『青木時報』第136号（1933
年1月、第三面）参照。 
25）同前、pp.181-183。ちなみに、「現今の世界的恐
慌の原因」についての金井の説明は、以下のと
おりである。「世界戦争によって拡大せられた産
業設備が、大戦終結と共に著しい生産過剰を生
み出した。これの対応策として労働者を犠牲と
する産業の合理化が行われた。この合理化は産 
 
 
 
 
 
 
業労働者の失業を増大し、その購買力を著しく
殺減した。労働者購買力の減少は農産食料品の
価格の下落となり、これが工業生産物の生産制
限による価格下落の防止と相俟って、農業の殺
人的恐慌を結果し、更に農民大衆の購買力激減
が一般消費財の供給過多となって、一層恐慌の
程度を深めた」（同前、p.181）。 
26）同前、pp.185-186。 
27）金井「科学的教育に就て（イ稿）」1940年。前掲
『金井正選集』p.245。原文はカタカナ表記。 
28）同前、p.247。 
29）金井「科学的教育に就て（ロ稿）」1940年。前掲
『金井正選集』p.254。原文はカタカナ表記。な
お「科学的教育に就て（イ稿）」p.248も参照。 
30）金井「科学的教育に就て（イ稿）」p.251。金井
「科学的教育に就て（イ稿）」p.251。 
31）金井「実践論ノート」1944年。前掲『金井正選
集』p.263．原文はカタカナ表記。 
32）同前、p.266。当該箇所の全文を引用すれば以下
の通りである。「自覚的―自己意識的とは、自分
を立てることの意識だ。自己を立てるというこ
とは、それだけ自己を他より区別し他に対する
自己の依存関係を断ち切り、これを逆転してそ
れだけ自主的に他を決定しようとすることだ。
他を自主的に決定することは、即ち自分が自分
を決定することに外ならない。これが即ち「自
由」である。実践が自覚的であるということは、
故に実践は自由なりということを意味する。行
為することの自由、行為しうることを行為すべ
きこととして自覚し、これを実践するという自
由を意味する」。なお、この引用に関しては、拙
稿「上田小県地域の青年団活動と『社会的教養』
──『西塩田時報』を中心に」『長野大学紀要』
第30巻第2号、2008年9月、pp.51-52を参照。 
33）金井「無題」1938年。前掲『金井正選集』p.233。
原文はカタカナ表記。 
34）同前、p.232。 
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